
 
 
 

 
検討の視点と進め方 

 
１．検討の視点 

視点１：地域性や対象者の属性に応じた、公営住宅と民間賃貸住宅の活用 

視点２：民間賃貸住宅の活用に必要な方策（家主への支援、入居者への支援） 

 
 住宅確保要配慮者の居住の安定を確保するためには、一定の空き家を抱える既存の住宅ストックを有

効に活用していくことが重要である。 
 そうした中、入居（希望）世帯のすまいに関する課題や意向は、高齢者世帯や子育て世帯など世帯の

属性ごとに一定の傾向が見られる。また、民間賃貸住宅では、家主は世帯の属性毎にそれぞれの理由で

不安・懸念を感じており、「新たな住宅セーフティネット制度」に基づく住宅の登録も伸び悩んでいる

実態がある。 
 今後、民間賃貸住宅を活用した「新たな住宅セーフティネット制度」を機能させることを含め、セー

フティネットを確保していくためには、住宅確保要配慮者の世帯属性に応じた課題の解決が不可欠とな

る。 
そのため、本検討グループでは、入居（希望）者・家主の双方のすまいに関する傾向と課題から、民

間賃貸住宅をセーフティネットとして有効に活用していく方策（支援策）を検討するとともに、民間賃

貸住宅の課題も踏まえた公営住宅の活用について検討していく。 
 
２．進め方 

第１回 すまい審議会 

住宅 SN検討グループ 
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１回目：視点、論点により自由に意見を出し合う 
２回目：１回目の意見確認と今後の施策の方向性について意見交換 

検討グループ 

１回目：今後の施策の方向性について取りまとめ  
２回目：提言案の取りまとめ 

計画評価部会 

提言案の審議 

審議会 


